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三
月
六
日
、
今
年
四
月
か
ら
は

じ
ま
る
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
」
事
業
を
現
地
視
察
し

ま
し
た
。 

　
視
察
参
加
者
は
、
自
治
会
役
員

の
ほ
か
、
土
地
改
良
区
理
事
、
朝

市
の
世
話
人
な
ど
二
十
七
名
。 

　
視
察
先
は
、
岩
国
市
周
東
町
下

祖
生
（
し
も
そ
う
）
地
区
。 

　
県
岩
国
農
林
事
務
所
か
ら
の
説

明
も
受
け
、
今
後
の
環
境
保
全
対

策
に
実
り
あ
る
研
修
で
し
た
。 

　
個
人
と
共
同
の
活
動
区
分
は
、

左
図
の
と
お
り
。 

 

共同活動区分 

地域共同で管理 個人が管理 個人が管理 

農
道 末

端
水
路 

農地・水・環境保全の向上対策

実験地区を視察しました
農地・水・環境保全の向上対策

実験地区を視察しました
農地・水・環境保全の向上対策

実験地区を視察しました
1頁………役員の先進地視察 

2頁　　　民生部会、土木部会のこの１年 

3頁　　　教育部会、総務部会のこの１年 

4頁………自治会の課題と展望 
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今
年
度
の
活
動
の
重
点
目
標
は
、

「
環
境
問
題
」
と
「
地
産
地
消
」

で
す
。
 

　
先
ず
、「
環
境
問
題
」
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
不

法
投
棄
禁
止
」
の
看
板
を
国
道
二

号
バ
イ
パ
ス
南
側
市
道
と
県
道
山

口
秋
穂
線
向
山
の
二
カ
所
に
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
イ
パ
ス
下

の
市
道
の
堆
積
土
の
撤
去
も
土

木
部
会
や
協
力
委
員
Ｏ
Ｂ
会
、

有
志
の
方
々
の
協
力
を
得
て
行

い
ま
し
た
。
 

　
次
に
、「
地
産
地
消
」
に
つ

い
て
は
、
三
月
六
日
に
「
ふ
れ

あ
い
交
流
館
西
岩
国
」
を
訪
問

し
、
無
人
駅
「
西
岩
国
駅
」
の

駅
舎
を
利
用
し
て
、
朝
市
、
特

産
品
の
展
示
即
売
、
地
域
情
報

の
紹
介
な
ど
西
岩
国
の
ま
ち
づ

く
り
と
観
光
拠
点
づ
く
り
を
さ

れ
て
い
る
特
定
非
営
利
法
人
「
西

岩
国
・
駅
と
広
域
ま
ち
づ
く
り

の
会
」
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
研
修
は
講
義
を
聴

く
こ
と
が
主
体
で
し
た
が
、
今
回

は
情
報
交
換
を
主
体
と
し
た
「
意

見
交
換
会
」
の
形
式
で
行
い
ま
し

た
。
 

　
自
治
会
が
地
域
お
こ
し
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か
を
聞
き
、

熱
心
な
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
住
民

意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
昼
食
を
岩
国
ユ
ー
ス
ホ

ス
テ
ル
内
に
あ
る
「
じ
ゃ
」
で
、

地
元
食
材
（
レ
ン
コ
ン
）
を
生
か

し
た
料
理
（
右
下
の
写
真
）
を
味

わ
い
、
食
事
を
し
な
が
ら
、
郷
土

（
岩
国
）
の
歴
史
や
調
理
の
仕
方

な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
、
民

生
部
会
と
し
て
の
活
動
は
、
そ
の

範
囲
が
多
岐
に
わ
た
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
日
常
生
活
に
直
面
さ
れ

て
い
る
種
々
の
問
題
に
対
処
し
て

い
く
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
そ
の

解
決
に
は
難
題
が
多
く
、
目
に
見

え
た
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
 

　
今
後
と
も
自
治
会
活
動
を
通
し

て
、「
環
境
問
題
」
や
名
田
島
に

馴
染
む
「
地
産
地
消
」
等
に
取
り

組
み
、
将
来
展
望
を
見
据
え
た
住

み
よ
い
名
田
島
を
目
指
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
一
年
の
土
木
部
会
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
昨
年
と
同
様
、

各
地
区
（
集
落
）
の
要
望
事
項
の

と
り
ま
と
め
か
ら
始
ま
っ
て
、
道

路
の
除
草
、
バ
イ
パ
ス
下
の
ゴ
ミ

掃
除
及
び
土
砂
の
取
り
除
き
、
不

法
投
棄
禁
止
の
看
板
設
置
等
が
主

な
活
動
内
容
で
し
た
。
 

　
反
省
と
し
て
、
各
地
区
（
集
落
）

の
要
望
事
項
が
多
く
、
市
も
県
も

速
や
か
な
着
工
等
と
は
な
ら
ず
、

全
部
の
工
事
等
を
終
え
る
の
に
は
、

ま
だ
数
年
は
か
か
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
。
ま
た
、
不
法
投
棄
禁
止
の

看
板
設
置
箇
所
が
足
り
な
い
こ
と

で
す
。
特
に
、
バ
イ
パ
ス
下
の
ト

ン
ネ
ル
（
凾
き
ょ
）
内
に
ゴ
ミ
袋

が
散
乱
し
て
い
る
の
に
は
、
看
板

設
置
者
と
し
て
、
大
変
、
心
が
痛

み
ま
す
。
 

　
要
望
事
項
に
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
先
日
、
名
田
島
の
護
岸
の

亀
裂
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ

ろ
、
小
さ
い
亀
裂
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
百
聞
橋
か
ら
新
開
作
沖

ま
で
の
間
に
十
カ
所
ぐ
ら
い
あ
る
。

特
に
中
三
橋
か
ら
前
田
橋
ま
で
が

ひ
ど
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
、
温
暖
化
が
進
み
、
大
型

台
風
も
多
く
発
生
す
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
状
態
だ
と
堤
防
が
決
壊

し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

早
急
に
次
期
土
木
部
会
に
修
理
を

要
望
し
た
い
。
 

民
生
部
会 

環
境
美
化
や
地
産
地
消 

山
　
下
　
武
　
彦 

土
木
部
会 

不
法
投
棄
防
止
や
要
望
書 
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子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を

見
守
ろ
う
と
「
名
田
島
み
ま
も
り

隊
」
が
発
足
し
て
一
年
経
過
し
ま

し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
事
件
も
な
く
経
過

し
ま
し
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
員
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
皆

様
方
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ

り
ま
す
。
 

　
昨
年
は
、
七
月
に
隊
員
会
議
を

開
催
し
て
、
小
郡
警
察
署
か
ら
南

部
の
犯
罪
情
勢
等
を
聞
き
ま
し
た

と
こ
ろ
、
小
郡
地
区
や
川
西
地
区

で
は
、
子
ど
も
へ
の
声
か
け
事
件

が
発
生
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
当

名
田
島
地
区
は
幸
い
に
も
事
件
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

治
安
が
良
好
な
時
ほ
ど
防
犯
活
動

（
意
識
）
の
継
続
が
重
要
で
あ
る

等
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た

隊
員
同
士
の
情
報
交
換
会
も
行
い

ま
し
た
。
 

　
今
年
の
二
月
に
は
、
山
口
県
共

同
募
金
会
か
ら
補
助
金
を
頂
き
作

製
し
た
防
犯
ブ
ル
ゾ
ン
を
各
隊
員

に
自
覚
と
意
識
づ
け
の
た
め
配
付

し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
年
目
の
節

目
に
そ
の
お
披
露
目
を
兼
ね
て
、

一
斉
下
校
時
の
見
守
り
を
全
員
で

行
い
ま
し
た
。
 

 耐
震
校
舎
対
策
で
 

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
校
舎
に
 

 　
次
に
、「
名
田
島
小
学
校
校
舎

の
建
て
替
え
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
校
舎
が
、

四
月
の
新
学
期
に
間
に
合
う
よ
う

に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
建
設
場
所
は
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
西
側
で
す
。
 

　
南
校
舎
は
、
昭
和
二
十
八
年
に

建
築
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
自

治
会
連
合
会
か
ら
、
毎
年
、
老
朽

校
舎
改
築
の
要
望
活
動
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
耐
震
診

断
の
結
果
、
基
準
数
値
を
大
き
く

下
回
る
危
険
校
舎
で
あ
る
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
た
め
、
児
童
の
安
全
性
確

保
を
第
一
に
考
え
ら
れ
、
当
面
仮

設
校
舎
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
今
後
の
計
画
が
未
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
は

地
区
全
体
で
検
討
す
べ
き
事
案
と

し
て
、
各
種
団
体
と
自
治
会
連
合

会
と
の
合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し

て
協
議
の
結
果
、
山
口
市
長
に
対

し
自
治
会
、
教
育
振
興
会
、
三
葉

会
連
名
で
、
十
一
月
十
六
日
に
要

望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、「
山
口
市
立
学
校
適

正
規
模
検
討
委
員
会
」
の
結
論
や

教
育
委
員
会
の
動
向
を
見
守
り
な

が
ら
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

 　
総
務
部
会
で
は
、
自
主
防
災
会

組
織
の
立
ち
上
げ
、
自
治
会
会
報

「
田
園
」
第
7
号
・
第
8
号
の
編

集
・
発
行
、
自
治
会
役
員
の
視
察

研
修
会
の
企
画
・
実
施
（
岩
国
市

周
東
町
下
祖
生
地
区
で
の
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
）、
総

会
や
役
員
会
の
議
事
録
等
作
成
の

手
助
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
活
動
の
反
省
と
し
て
、
自
主
防

災
会
に
つ
い
て
は
、
防
災
委
員
会

組
織
は
機
能
し
、
防
災
訓
練
の
主

導
組
織
と
な
っ
た
が
、
十
三
集
落

の
防
災
組
織
（
集
落
防
災
組
織
）

と
地
区
全
体
の
防
災
組
織
（
地
区

防
災
会
）
と
の
関
わ
り
方
や
平
常

時
の
防
災
組
織
と
災
害
時
の
防
災

組
織
な
ど
自
主
防
災
会
組
織
の
全

体
像
が
住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
。
次
年
度
の
防

災
会
総
会
で
、
再
度
、
周
知
さ
れ

る
よ
う
引
き
継
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

役
員
の
視
察
研
修
に
つ
い
て
は
、

時
期
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
。
そ
の

他
、
総
務
部
会
と
し
て
、
他
の
部

会
と
の
連
携
が
不
十
分
で
あ
っ
た

た
め
、
本
来
、
総
務
部
会
が
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
事
案
を
大
林
会

長
に
専
ら
委
ね
た
こ
と
で
す
。
 

　
次
年
度
以
降
、
総
務
部
会
の
担

う
べ
き
役
割
分
担
を
含
め
、
自
治

会
組
織
全
体
に
つ
い
て
、
見
直
し

を
す
れ
ば
、
お
互
い
に
活
動
し
や

す
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

教
育
部
会 

見
守
り
活
動
や
校
舎
改
築 

内
　
田
　
武
　
義 

総
務
部
会 

防
災
や
会
報
・
視
察
研
修 

伊
　
藤
　
米
　
秋 

錦帯橋での記念撮影 

西岩国での特産品即売風景 

「じゃ」での郷土料理 

バイパス下の堆積土の撤去 

向山での市道拡張工事 自主防災会結成の日の防災講習会 自主防災会結成の日の防災講習会 

下祖生地区集会所で意見交換 下祖生地区集会所で意見交換 

小学校プレハブ仮設校舎の基礎工事 小学校プレハブ仮設校舎の基礎工事 

防災ブルゾン交付式 防災ブルゾン交付式 
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岩
国
市
周
東
町
の
下
祖
生
地
区

で
の
農
地
・
水
・
環
境
保
全
事
業

は
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
な
さ
れ
て

お
り
、
作
業
日
誌
な
ど
、
と
て
も

わ
か
り
易
く
驚
き
ま
し
た
。
 

　
名
田
島
自
治
会
の
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど

課
題
は
山
積
み
で
す
。
も
っ
と
地

域
ぐ
る
み
で
、
真
剣
な
取
り
組
み

を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
マ
ツ
・
君
）
 

　
今
年
の
冬
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現

象
の
お
か
げ
で
暖
冬
が
続
き
、
例

年
に
な
い
ゴ
ル
フ
日
和
り
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
反
面
、
夏
期
の
水
不

足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
 

　
自
治
会
が
発
足
し
て
四
年
間
、

基
礎
づ
く
り
で
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
役
員
改
選
3
期
目
。
今
後
、

実
り
あ
る
自
治
会
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
　
　
　
（
タ
・
充
）
 

　
三
月
十
六
日
、
岡
山
県
の
西
大

寺
市
に
水
稲
の
直
播
（
じ
か
ま
き
）

栽
培
の
視
察
に
い
き
ま
し
た
。
翌

日
は
、
呉
市
の
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

　
主
催
は
名
田
島
水
田
利
用
合
理

化
推
進
協
議
会
。
緑
の
名
田
島
を

担
う
役
員
共
々
に
親
睦
を
深
め
、

今
後
の
水
田
利
用
に
つ
い
て
、
研

鑽
し
合
い
ま
し
た
。
（
カ
ワ
・
昌
）
 

環
境
問
題
の
学
習 

大
　
林
　
基
　
宏 

今
こ
そ
名
田
島
地
区
の
地
域
力 

三
　
輪
　
正
　
明 

　
名
田
島
地
区
で
今
後
予
想
さ
れ

る
問
題
と
し
て
、
第
一
に
人
口
減

少
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
第
二
に

高
齢
化
に
伴
う
健
康
福
祉
の
問
題
。

四
月
か
ら
は
南
総
合
セ
ン
タ
ー
は

民
営
化
と
な
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー

も
な
く
な
り
ま
す
。
第
三
に
名
田

島
地
区
の
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業

問
題
。
第
四
に
名
田
島
地
区
の
社

会
資
本
（
道
路
、
水
路
、
下
水
、

教
育
文
化
施
設
な
ど
）
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
し
て
い

く
に
は
、
時
間
も
か
か
り
ま
す
が
、

各
関
係
団
体
と
連
携
し
あ
い
、
地

域
を
考
え
る
名
田
島
懇
話
会
の
結

成
や
名
田
島
地
区
土
地
利
用
計
画

の
立
案
等
に
本
格
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

互
助
の
精
神
を 

浅
　
原
　
利
　
夫 

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
沢

山
の
不
安
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。 

　
健
康
、
老
後
、
介
護
、
経
済
、

環
境
、
子
育
て
、
災
害
、
担
い
手

等
々
、
一
人
で
の
人
間
や
一
家
族

で
は
ど
う
に
も
解
決
で
き
な
い
課

題
が
沢
山
あ
り
ま
す
。 

　
最
近
、「
限
界
集
落
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
二
十
戸
以

下
の
集
落
で
、
し
か
も
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
化
率
が
五
〇
％
以
上

で
、
も
う
こ
れ
以
上
集
落
の
維
持

が
困
難
と
思
わ
れ
る
集
落
の
こ
と

の
よ
う
で
す
。 

　
自
治
会
は
、
地
域
の
人
々
が
日

常
生
活
に
お
け
る
様
々
な
共
通
課

題
を
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら

解
決
し
、
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域

を
築
い
て
い
く
た
め
に
活
動
す
る

組
織
で
す
。 

　
少
し
で
も
身
の
回
り
に
あ
る
不

安
を
互
助
の
精
神
で
解
決
し
、
間

違
っ
て
も
「
限
界
集
落
」
に
は
、

な
り
た
く
な
い
も
の
で
す
。 

 

農地・水・環境保全の向上対策

実験地区を視察しました
農地・水・環境保全の向上対策

実験地区を視察しました

　
こ
こ
十
数
年
前
に
松
茸
の
シ
ロ

の
在
処
を
探
す
た
め
に
山
野
を
駈

け
巡
り
、
三
、
四
カ
所
見
届
け
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
、
松
茸
の

季
節
を
迎
え
る
と
、
松
茸
の
シ
ロ

を
目
指
し
て
年
に
三
、
四
回
程
度

は
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
は
異
常
気
象

で
台
風
が
大
型
と
な
り
、
登
山
道

は
倒
木
が
多
く
、
歩
行
困
難
に
至

り
、
松
茸
登
山
は
中
止
し
て
お
り

ま
す
が
、
火
の
山
頂
上
付
近
の
松

茸
の
シ
ロ
は
我
が
家
か
ら
至
近
距

離
で
あ
る
関
係
で
毎
年
一
度
は
登

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
山
頂
か

ら
は
、
山
口
湾
や
新
山
口
駅
界
隈

が
一
望
で
き
ま
す
。 

　
天
候
は
自
然
界
の
現
象
で
あ
り
、

人
間
が
自
由
に
操
れ
ず
、
景
色
は

千
差
万
別
で
あ
り
ま
す
。 

　
人
々
の
暮
ら
し
の
要
望
事
項
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
生
活
に
密

着
し
た
要
望
事
項
を
行
政
機
関
に

提
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
中

に
解
決
で
き
る
事
案
も
あ
れ
ば
、

早
急
に
解
決
で
き
な
い
案
件
も
見

受
け
ら
れ
、
自
助
努
力
が
最
も
重

要
視
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
環
境
省
で
は
、
頻
発
す
る
異
常

気
象
は
地
球
温
暖
化
が
原
因
で
あ

り
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削

減
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

に
対
す
る
対
処
方
針
を
確
立
す
る

た
め
に
、
環
境
問
題
の
勉
強
が
必

要
で
は
な
い
か
と
痛
切
に
考
え
て 

お
り
ま
す
。 

岩国市下祖生地区の集会所前で 

一斉下校時の見守り活動 一斉下校時の見守り活動 

山口市長あての要望書を吉田助役に提出 山口市長あての要望書を吉田助役に提出 

自
助
努
力

自
助
努
力
や
互
助
互
助
、
懇
話
会

懇
話
会 
自
助
努
力

自
助
努
力
や
互
助
互
助
、
懇
話
会

懇
話
会 
自
助
努
力
や
互
助
、
懇
話
会 
自
治
会

自
治
会
の
課
題
課
題
と
展
望
展
望 

 
自
治
会

自
治
会
の
課
題
課
題
と
展
望
展
望 

 
自
治
会
の
課
題
と
展
望 

 

編

集

後

記
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